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牧
嶋
議
員
（
無
会
派
）

米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
移
転

反
対
の
強
化
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た

「
キ
ャ
ン
プ
座
間
米
陸
軍
第
一
軍

団
司
令
部
等
移
転
に
伴
う
基
地
強

化
に
反
対
す
る
座
間
市
連
絡
協
議

会
」
は
、
こ
れ
ま
で
横
断

幕
や
懸
垂
幕
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
な
ど
移
転
反
対
を

訴
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
五

月
に
は
市
民
六
万
人
も
の

移
転
反
対
署
名
を
政
府
に

提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

反
対
運
動
が
盛
り
上
が
る

中
、
何
度
も
「
キ
ャ
ン
プ

座
間
移
転
受
け
入
れ
」
と

の
新
聞
報
道
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
は
こ
の
よ
う
な

報
道
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
連
絡
協
議
会

の
ほ
か
に
も
、
反
対
の
運
動
を
展

開
し
て
い
る
市
民
団
体
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
団
体
と
の
連
携

や
移
転
阻
止
に
向
け
、
一
本
化
し

た
運
動
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長

国
が
私
ど
も
に
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
部
分
の
報
道
が
、

な
ぜ
さ
れ
て
い
る
の
か
全
く
私
自

身
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
報
道
に
関

し
確
認
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

は
国
の
機
関
に
対
し
て
記
事
の

内
容
等
の
確
認
は
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も

「
そ
ん
な
こ
と
は
一
切
な
い
」

と
い
う
の
が
今
日
ま
で
の
国
の

回
答
で
あ
り
ま
す
。
市
民
団
体

の
方
々
が
反
対
の
運
動
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
承
知

し
て
お
り
ま
す
し
、
感
謝
を
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
連
絡
協
議
会

は
市
民
の
総
意
を
も
っ
て
結
成

さ
れ
た
協
議
会
で
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
一
本
化
と
い

う
よ
う
な
必
要
性
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
連
絡
協
議

会
等
へ
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

米陸軍
司令部さらなる移転阻止を

市政全般にわたり１７人の議員が質問
（紙面の都合により要旨を掲載）

沖
永
議
員
（
市
民
連
合
）

市
街
化
調
整
区
域
の
汚
水
処
理

に
つ
い
て

一
昨
年
度
に
市
が
行
っ
た
公
共

下
水
道
と
合
併
浄
化
槽
の
コ
ス
ト

を
比
較
す
る
検
討
報
告
書
で
は
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
最
も
安

い
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
試
算
で
は
、
合

併
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
全
額
公
費

で
設
置
費
、
維
持
管
理
費
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
の
場
合
、
利
用
者
は
、
設

置
費
に
対
応
す
る
部
分
で
は
宅
内

工
事
費
を
、
維
持
費
に
対
応
す
る

部
分
で
は
下
水
道
料
金
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
併
浄

化
槽
の
設
置
費
も
維
持
費
も
全
額

公
費
と
し
て
試
算
す
る
の
は
、
利

用
者
負
担
の
面
で
不
公
平
と
な
り
、

コ
ス
ト
が
か
か
る
の
は
当
然
で
あ

り
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
既
に
補
助
方
式
で
実
施
し
て

い
る
自
治
体
が
数
多
く
あ
り
、
例

え
ば
町
田
市
で
は
、
五
人
槽
の
場

合
、設
置
費
で
三
十
五
万
四
千
円
、

維
持
費
で
年
間
一
万
円
が
補
助
金

と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

田
市
と
同
様
の
補
助
制
度
を
実
施

す
る
な
ら
ば
、
公
費
負
担
は
全
額

負
担
に
比
べ
て
四
〇
％
減
、
維
持

費
で
八
五
％
減
と
な
り
、
補
助
方

式
の
方
が
公
共
下
水
道
接
続
よ
り

低
コ
ス
ト
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
試
算
で
、
な
ぜ
合
併
浄

化
槽
に
つ
い
て
、
全
額
公
費
で
し

か
試
算
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

補
助
方
式
で
の
コ
ス
ト
試
算
が
公

共
下
水
道
接
続
を
下
回
っ
た
場
合

ど
う
す
る
の
か
。
そ
の
所
見
を
求

め
る
も
の
で
す
。

市
長

今
回
の
調
査
は
、
下
水

道
協
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
中
で
は
、

管
渠
に
す
る
の
か
、
浄
化
槽
に
す

る
の
か
十
分
精
査
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
す
る
調
整
区
域

の
汚
水
処
理

伊
澤
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

教
育
問
題
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
七
年
に
一
度
取
り
上
げ
た

が
、
一
九
八
八
年
度
か
ら
三
カ
年

で
小
・
中
学
校
八
校
の
除
去
工
事

が
施
工
さ
れ
た
。厚
生
労
働
省
は
、

現
状
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
率
を

全
重
量
の
一
％
以
下
と
し
て
い
る

建
材
製
品
に
つ
い
て
、
〇
・
一
％

未
満
に
規
制
強
化
す
る
と
の
方
針

を
決
定
し
た
。
市
内
の
小
・
中
学

校
の
校
舎
、
体
育
館
、
給
食
調
理

場
は
、
こ
の
安
全
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

次
に
、
指
導
力
不
足
教
員
と
い

う
見
出
し
を
し
ば
し
ば
目
に
し
ま

す
。
県
教
委
が
教
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
資
質
の
人
物
と
判
断
し
た

上
で
採
用
し
て
い
る
の
に
、
理
由

な
く
魔
女
狩
り
的
に
指
導
力
不
足

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
乱
発
さ
れ
る

よ
う
な
事
態
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
、
人
権
問
題
と
も
な
り

か
ね
な
い
。
市
教
委
と
し
て
指
導

力
不
足
教
員
の
定
義
や
認
定
基
準

は
ど
う
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

一
九
八
七
年
の
調

査
の
際
、
対
象
外
で
あ
っ
た
吹
き

つ
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
等
が
今
回
調

査
対
象
に
追
加
さ
れ
た
。
調
査
し

た
と
こ
ろ
小
学
校
二
校
で
三
カ
所

見
つ
か
っ
た
。
こ
の
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
の
か
ど
う
か
分
析
調
査
を
行
う
。

新
し
い
基
準
が
設
定
さ
れ
た
と
す

れ
ば
指
示
が
あ
る
と
思
う
。
適
切

に
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

小
・
中
学
校
の
指
導

力
不
足
教
員
な
ど
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
要
綱
を
策
定
し
て
い
る
。

定
義
と
し
て
は
、
授
業
が
成
立
し

な
い
。指
導
が
適
切
に
行
え
な
い
。

資
質
に
問
題
の
あ
る
教
員
。
な
ど

で
あ
る
が
、
こ
の
認
定
は
、
校
長

か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
判
定
会
を

組
織
し
、
客
観
的
に
市
教
委
で
判

断
し
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
問
う

飛
田
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

教
育
関
係
に
つ
い
て

座
間
方
面
総
合
学
科
高
校
設
置

基
本
計
画
書
（
素
案
）
に
よ
り
ま

す
と
、
再
編
対
象
校
は
、
栗
原
高

校
及
び
ひ
ば
り
が
丘
高
校
で
、
設

置
場
所
は
栗
原
高
校
、
開
校
は
平

成
二
十
一
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設
置
の
目
的
は
、
自
己
の
適
性
を

見
い
だ
す
と
と
も
に
、
進
路
へ
の

自
覚
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
専
門
分
野
に
つ
な
が
る
基
礎

的
科
目
や
普
通
教
育
の
分
野
を
中

心
と
し
た
科
目
を
設
置
し
、
個
性
・

適
性
に
応
じ
た
教
育
を
展
開
す
る

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
規

模
は
、
全
日
制
の
課
程
七
百
二
十

名
の
二
学
期
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
状
況
を
把
握

さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
お
示
し
く
だ

さ
い
。

ま
た
、県
の
教
育
委
員
会
で
は
、

新
校
設
置
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
着
々

と
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

現
時
点
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て

把
握
さ
れ
て
い
る
内
容
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

教
育
長

県
で
は
、
県
立
高
校

の
生
徒
数
の
減
少
と
生
徒
の
価
値

観
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
多
様

で
柔
軟
な
高
校
教
育
の
展
開
等
を

基
本
に
県
立
高
校
の
改
革
を
推
進

し
て
お
り
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て

い
る
藤
沢
総
合
高
校
に
隣
接
し
て

い
る
大
和
市
と
新
タ
イ
プ
の
高
校

が
設
置
さ
れ
た
厚
木
市
を
除
き
、

県
央
地
区
の
小
田
急
小
田
原
線
、

相
鉄
線
の
利
用
が
可
能
な
座
間
市

を
再
編
対
象
地
域
と
し
て
選
出
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
度
の
開
校
時
に
六

学
級
を
募
集
予
定
で
、
そ
れ
ま
で

に
県
主
催
の
進
路
指
導
中
高
連
絡

協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
説
明
会
等

を
開
催
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
必
要
な
情
報
は
学
校
へ
知

ら
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
校
再
編
に
つ
い
て
問
う

大
矢
議
員
（
政
和
会
）

共
同
溝
・
電
線
共
同
溝
に
つ
い
て

共
同
溝
は
、
昭
和
三
十
八
年
に

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
、
ま
た
、
電
線
共
同
溝
は

平
成
七
年
に
電
線
共
同
溝
に
関
す

る
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
建
設
・
管
理
等
に
つ
い
て

法
整
備
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

共
同
溝
は
、
道
路
の
掘
り
返
し

に
よ
る
工
事
渋
滞
を
解
消
す
る
た

め
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
、

下
水
道
を
地
下
に
収
容
し
、
管
理

し
や
す
い
比
較
的
広
い
道
路
に
埋

設
し
ま
す
。
一
方
、
電
線
共
同
溝

は
、
電
柱
か
ら
張
り
出
す
電
線
や

電
話
線
を
歩
道
や
比
較
的
狭
い
道

路
の
地
下
に
埋
設
し
、
街
並
み
の

美
観
の
保
持
や
自
然
災
害
に
対
し

電
柱
よ
り
影
響
が
受
け
に
く
い
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
下
の
電

線
共
同
溝
は
、
総
延
長
で
三
百
七

十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
け
る

整
備
状
況
、
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
い
か
が
か
。
ま
た
、
共
同
溝
と

電
線
共
同
溝
の
長
所
と
短
所
に
つ

い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長

共
同
溝
は
国
土
交
通
省

の
指
定
す
る
事
業
に
対
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
や
道
路
幅
員
な
ど
の

基
準
等
が
あ
り
、
市
内
に
は
そ
の

指
定
す
る
道
路
が
存
在
し
な
い
状

況
で
す
。
電
線
共
同
溝
に
つ
い
て

は
、
相
模
原
市
と
共
同
で
市
道
七

号
線
に
百
十
五
メ
ー
ト
ル
を
実
施

済
み
で
す
。
今
後
、
県
の
事
業
と

し
て
東
海
大
相
模
高
校
方
向
に
六

百
メ
ー
ト
ル
を
布
設
す
る
予
定
で

す
。
電
線
共
同
溝
の
長
所
に
つ
い

て
は
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
に
強
く
、
街
並
み
の
景
観
も

良
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
一
助
に

も
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
短
所
と

し
て
は
、
掘
削
工
事
を
伴
う
た
め
、

工
期
の
長
期
化
が
考
え
ら
れ
、
工

事
費
用
の
面
で
必
然
的
に
高
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

共

同

溝

電
線
共
同
溝

前
向
き
な
検
討
を

長
谷
川
議
員
（
政
和
会
）

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る

教
育
課
程
に
つ
い
て

戦
後
最
大
の
教
育
改
革
と
言
わ

れ
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ

る
教
育
課
程
は
、
学
校
週
五
日
制
、

総
合
的
学
習
時
間
の
創
設
、
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
学
校
の
あ
り
方
を
大
き
く
転

換
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
新

学
習
指
導
要
領
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
生
き
る
力
を
育
成
す
る
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
各
学
校
の
取
り

組
み
と
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
道
徳
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
国
の
学
習
指
導
要
領
に

合
わ
せ
て
週
一
時
間
、
年
間
三
十

五
時
間
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
横

浜
市
教
育
長
は
、
道
徳
教
育
は
体

験
と
知
識
で
繰
り
返
し
行
い
、
徳

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
教
育
で
は
大
切
と
、
小
・

中
学
校
の
道
徳
教
育
に
力
を
入
れ

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

本
市
の
取
り
組
み
と
今
後
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

新
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
く
各
学
校
の
取
り
組
み
は
、

教
育
課
程
の
編
成
を
工
夫
し
、
開

児
童
生
徒

の
豊
か
な
心
の
育
成
を

京
免
議
員
（
政
和
会
）

歩
行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

生
活
道
路
で
の
歩
行
者

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、

歩
道
や
信
号
機
の
設
置
等
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
安

全
環
境
の
整
備
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
近
年
、
カ
ー
ナ

ビ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
渋

滞
回
避
の
目
的
で
、
生
活

道
路
へ
の
通
過
車
両
が
ふ

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

歩
行
者
の
安
全
対
策
に
は
、

警
察
、
道
路
管
理
者
、
地

域
住
民
、
市
に
よ
る
連
携
と
協
働

が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
特
に
交
通
管
理
者
で
あ
る
警

察
と
は
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
れ
て

い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

次
に
、
小
・
中
・
高
校
生
、
座

間
駅
利
用
者
、
周
辺
商
店
街
利
用

者
及
び
周
辺
住
民
の
安
全
対
策
と

し
て
座
間
一
号
踏
切
の
拡
幅
と
当

該
踏
切
か
ら
杉
久
保
座
間
線
ま
で

の
歩
道
設
置
を
考
え
る
べ
き
と
思

い
ま
す
。
本
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
ら
非
常

に
難
し
い
現
状
で
す
が
、
当
局
の

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

市
長

平
成
十
年
か
ら
十
五
年

に
か
け
て
地
域
の
安
全
総
点
検
を

関
連
十
五
市
民
団
体
の
ご
協
力
を

も
っ
て
実
際
に
歩
き
、
改
善
箇
所

の
抽
出
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交

通
管
理
者
で
あ
る
警
察
と
協
議
を

行
い
今
日
ま
で
も
改
善
に
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
安
全
確
保
を
基
本
に
し

て
い
く
考
え
で
す
。

座
間
一
号
踏
切
の
拡
幅
と
、

そ
の
前
後
の
市
道
一
号
線
歩
道

設
置
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
問

題
、
財
政
的
な
問
題
も
確
か
に

存
在
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
全

体
を
考
え
な
が
ら
緊
急
性
を
要

す
る
箇
所
と
か
、
必
要
性
を
考

え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
考
え

方
が
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
今
す
ぐ
に
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

座間駅周辺の交通
安全対策を！

（
三
面
に
続
く
）
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